











































































取り扱われている。      
 






























































































































































































































































































考文献 2および参考文献 9の第 1章を参照。 
 
[2]  Jurgen in der Schmitten, Organtransplantation ohne "Hirntod"-Konzept ? 
Anmerkungen zu R.D.Truogs Aufsatz "Is It Time To Abandon Brain Death?", Ethik in der 
Medizin , Bd.14, Heft 2, Juni 2002.  
 









難にすること(das Erschweren des Sterbens)を安楽死あるいは殺人の「明白で真摯な要請」と













ことができるのか。（H-L Schreiber, Wann ist der Mensch tot?,参考文献１所収、S.51） 
 












[6]  参考文献 7、164ページ以下、参考文献 8参照。 
 
[7]  当該箇所のドイツ語原文を引用しておく。"im Fall des Spenders geht die Entnahme der 
inneren Organe mit dem Abschalten der Apparate einher, unter Umstanden diesem auch 
um Sekunden voraus."（S.68） 
 






























１ Firnkorn,H.J.(Hrsg.), Hirntod als Todeskriterium. Schattauer.Stuttgart 2000. 
２ 中山研一「アメリカにおける脳死否定論」、『北陸法学』第 5巻第 3号、1997 
３ 中山研一「ドイツにおける脳死否定論（一）―トレンドレの論文の紹介」、『北陸法学』第 7巻第 2号、
1999 
４ 中山研一「ドイツにおける脳死否定論（二）―シュミット・ヨルツィッヒの所説の紹介」、『北陸法学』
第 7巻第 3号、1999 
５ 中山研一『脳死・臓器移植と法』成文堂、1989 
６ 中山研一『臓器移植立法のあり方』成文堂、1995 
７ 米本昌平『遺伝管理社会』弘文堂、1989 
８ カール=ビンディング／アルフレート=ホッヘ『「生きるに値しない命」とは誰のことか』森下・佐野訳、
窓社、2001 
９ 森岡正博『生命学に何ができるか―脳死・フェミニズム・優生思想』勁草書房、2001 
 
 
